
議
案
第
79
号
及
び
議
案
第
１

１
８
号
に
つ
い
て

　
議
案
第
79
号
は
、
生
活
環

境
部
の
名
称
を
市
民
環
境
部

と
改
め
、
現
在
は
総
務
部
所

管
の
道
義
高
揚
、
企
画
部
所

管
の
共
生
協
働
及
び
国
際
交

流
に
関
す
る
業
務
、さ
ら
に
、

現
在
は
教
育
部
所
管
の
ス

ポ
ー
ツ
及
び
文
化
に
関
す
る

業
務
を
市
民
環
境
部
に
集
約

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
活

動
関
連
政
策
の
一
体
的
か
つ

効
果
的
な
推
進
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。  

併
せ
て
、

現
在
は
生
活
環
境
部
で
所
管

し
て
い
る
国
民
年
金
、
国
民

健
康
保
険
及
び
老
人
医
療
に

関
す
る
業
務
を
、
内
容
的
に

関
連
性
の
強
い
業
務
を
所
管

し
て
い
る
保
健
福
祉
部
に
移

管
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果

的
な
施
策
の
推
進
と
各
部
間

の
業
務
量
の
調
整
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
水
道
部
の
名
称
を
上
下

水
道
部
と
改
め
、
下
水
道
に

関
す
る
業
務
を
建
設
部
か
ら

移
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
類

似
性
の
強
い
水
道
・
下
水
道

事
業
の
所
管
部
署
を
集
約

し
、
さ
ら
に
効
果
的
な
事
業

運
営
を
推
進
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
議
案
第
１
１
８
号

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度

の
組
織
再
編
計
画
で
ス
ポ
ー

ツ
及
び
文
化
に
関
す
る
業
務

を
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部

局
の
市
民
環
境
部
に
移
管
す

る
た
め
所
要
の
条
例
を
新
た

に
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
。

問
　
保
険
年
金
課
は
、
生
活

環
境
部
か
ら
保
健
福
祉
部
へ

移
行
し
て
い
る
が
、
従
来
か

ら
保
健
福
祉
部
が
担
っ
て
い

る
規
模
は
大
き
い
と
議
論
さ

れ
て
い
る
。
国
民
年
金
、
国

民
健
康
保
険
関
係
の
部
署
が

移
っ
て
く
る
と
な
る
と
、
人

員
配
置
な
ど
機
能
の
強
化
が

図
ら
れ
る
の
か
。

答
　
保
険
年
金
課
に
つ
い
て

は
、
関
係
す
る
課
が
、
市
民

課
、
税
務
課
、
長
寿
・
障
害

福
祉
課
、
健
康
増
進
課
と
い

う
こ
と
で
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
最
近
は
特
に

健
康
増
進
課
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
、
健
康
な
老
人
を
増
や

し
て
医
療
費
を
抑
え
よ
う
と

い
う
取
組
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
の
で
、
保
健
福
祉
部
へ

配
置
し
た
方
が
よ
り
効
果
的

な
事
業
が
展
開
で
き
る
と
い

う
こ
と
か
ら
の
移
管
で
あ

る
。

  

人
員
に
つ
い
て
は
、
確
定

し
て
い
な
い
が
、
強
化
が
図

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
い
る
。

問
　
下
水
道
課
に
関
し
、
平

成
29
年
４
月
か
ら
上
水
道
と

下
水
道
が
一
緒
に
な
っ
て
、

上
下
水
道
部
と
な
る
わ
け
で

あ
る
が
、
現
在
、
水
道
部
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
７
月

か
８
月
を
目
途
に
民
間
委
託

が
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
そ
う
な
っ
た
場
合

の
人
員
配
置
は
ど
う
な
る
の

か
。

答
　
民
間
に
包
括
委
託
し
た

場
合
、
上
下
水
道
部
と
し
て

は
、
８
名
の
配
置
替
え
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
今
回
の
組
織
改
編
の
中

で
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
に
関

す
る
部
局
を
教
育
委
員
会
か

ら
、
市
長
部
局
の
市
民
環
境

部
に
移
そ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
従
来
と
ど
う
い
う

違
い
が
あ
る
の
か
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
市
長
部
局
で

所
管
し
て
き
た
健
康
づ
く
り

や
、
介
護
予
防
な
ど
に
あ
わ

せ
て
、ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
、
国
民
体

育
大
会
な
ど
を
全
体
的
な
推

進
体
系
を
確
保
し
て
一
元
的

に
行
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
文
化
に
つ
い

て
は
、
国
際
音
楽
祭
や
き
り

し
ま
美
術
展
な
ど
の
文
化
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
と
、
観
光
振
興

事
業
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

さ
ら
な
る
当
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
来
訪
者
の
増
加
が

期
待
で
き
る
。

議
案
第
85
号
に
つ
い
て

　
市
立
公
民
館
に
つ
い
て
、

面
積
ご
と
に
４
つ
の
区
分
を

設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
、
他
市
の
類
似

施
設
料
金
、
面
積
の
大
小
に

よ
る
料
金
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案

し
、
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
。

　問
　
全
体
を
見
て
み
る
と
、

値
下
げ
を
し
て
い
る
部
分
も

幾
つ
か
あ
る
。
福
山
地
区
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
施
設

で
収
入
が
０
円
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
横
川
の
公

民
館
で
は
、
従
来
５
２
０
円
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議案 第79、118号　　霧島市部設置条例の一部改正について等

議案 第80、85～90、92、95、99、113号

　　　　　　 　　  　新川防災センターなど施設使用料改定等

議案 第81号　　　  　市税条例等の一部改正について

議案 第82、83号 　 　都市計画税条例などの一部改正等

議案 第91号　　 　　 サン・あもりの施設使用料改定

議案 第96号　　　　  西郷公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議案 第128、130号　 市職員の給与の改定等

議案 第129、131号　 市長等の給与、議員報酬の改定等

◉審査した議案のうち主なものを掲載しています。
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の
施
設
使
用
料
を
取
っ
て
い

た
も
の
を
４
４
０
円
に
引
き

下
げ
て
い
る
。
一
方
、
隼
人

公
民
館
で
は
、
従
来
小
会
議

室
80
円
の
使
用
料
を
１
５
０

円
に
87
・
５
％
の
引
上
げ
、

霧
島
公
民
館
で
は
大
会
議
室

２
２
０
円
を
３
５
０
円
に

59
％
引
上
げ
て
い
る
が
、
そ

の
よ
う
な
決
定
に
至
っ
た
経

過
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

答
　
ま
ず
基
準
を
設
け
、
会

議
室
や
和
室
等
に
つ
い
て

は
、
面
積
に
よ
っ
て
60
㎡
ま

で
を
１
５
０
円
、
61
㎡
か
ら

１
２
０
㎡
ま
で
を
２
０
０

円
、
１
２
１
㎡
か
ら
１
８
０

㎡
ま
で
を
２
５
０
円
、
１
８

０
㎡
以
上
を
３
５
０
円
と
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
従
来
の

料
金
か
ら
増
減
が
出
て
き
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
案
第
87
号
に
つ
い
て

　
市
営
体
育
施
設
の
使
用
料

に
つ
い
て
、
体
育
館
の
規
模

等
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
３
区
分
を
６
区
分
に
変
更

し
た
ほ
か
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト

１
面
の
使
用
料
を
２
２
０
円

で
統
一
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
運
動
場
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
２

区
分
を
３
区
分
に
変
更
し
、

か
つ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
１

面
を
２
１
０
円
に
統
一
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
。

問
　
平
成
27
年
度
の
体
育
館

の
利
用
状
況
と
、
今
回
の
改

正
に
よ
る
収
入
増
額
を
ど
の

よ
う
に
試
算
し
て
い
る
か
。

答
　
国
分
体
育
館
は
、
７
万

１
８
０
０
人
の
利
用
で
、
収

入
増
額
の
見
込
み
は
42
万
４

５
５
５
円
。
溝
辺
体
育
館

は
、
３
万
１
５
６
０
人
の
利

用
で
、
24
万
７
８
９
７
円
の

増
。
横
川
体
育
館
は
、
３
万

４
３
１
２
人
の
利
用
で
、
24

万
３
８
１
円
の
増
。
牧
園
ア

リ
ー
ナ
は
、
３
万
９
６
８
８

人
の
利
用
で
、
27
万
９
９
５

４
円
の
増
。
福
山
体
育
館

は
、
１
万
１
１
５
人
の
利
用

で
、
４
万
３
１
５
５
円
の

増
。
隼
人
体
育
館
は
、
７
万

１
２
９
９
人
の
利
用
で
、
34

万
６
１
３
９
円
の
増
と
試
算

し
て
い
る
。

議
案
第
96
号
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
条
例
の
一
部
改

正
は
、
そ
の
使
用
料
に
つ
い

て
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

及
び
類
似
施
設
の
料
金
と
の

調
整
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
額
の
改
定
を
行
う
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
西
郷
公
園
の
使
用

料
を
、
現
行
の
和
室
使
用
料

１
７
０
円
を
２
５
０
円
に
改

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
。

問
　
西
郷
公
園
の
年
間
の
和

室
利
用
人
数
と
収
入
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
ま
た
、
公
園
自

体
の
年
間
入
場
者
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

答
　
行
政
の
地
域
活
性
化
会

議
が
使
用
す
る
程
度
で
あ

る
。
和
室
の
中
に
は
、
展
示

物
な
ど
が
あ
り
、
お
客
様
が

入
っ
て
眺
め
る
こ
と
は
あ
る

が
、
他
団
体
が
会
議
な
ど
で

使
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
収
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入
は
な
い
状
況
で
あ
る
。
公

園
自
体
の
年
間
入
場
者
数

は
、
平
成
25
年
度
が
３
万
１

０
６
３
人
、
平
成
26
年
度
が

２
万
３
０
６
５
人
、
平
成
27

年
度
が
２
万
１
５
７
４
人
で

あ
る
。

問
　
西
郷
公
園
の
入
場
料
は

無
料
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の

和
室
は
、
ほ
と
ん
ど
利
用
収

入
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

値
上
げ
を
す
る
と
い
う
目
的

は
、
他
の
施
設
と
の
均
衡
を

図
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
　
類
似
施
設
と
の
調
整
に

お
い
て
、
和
室
の
部
分
が
１

６
２
㎡
あ
る
の
で
２
５
０
円

に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

問
　
料
金
を
払
っ
て
使
用
す

る
人
が
い
な
い
と
い
う
な
か

で
の
料
金
改
正
に
意
味
が
あ

る
の
か
。
料
金
を
据
え
置
い

て
、
使
用
料
を
払
っ
て
利
用

す
る
人
を
ど
う
増
や
す
か
を

議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
和
室
だ
け
で
は
な
く
、

西
郷
公
園
そ
の
も
の
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
庁
内
で
も
検

討
を
進
め
て
い
る
。
道
路
沿

い
の
木
が
大
き
く
な
っ
て
外

か
ら
西
郷
公
園
が
見
に
く
い

と
か
、
銅
像
は
あ
る
が
建
物

の
使
い
勝
手
が
悪
い
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
指
摘
を
さ
れ
て
い

る
の
で
、
入
場
者
の
増
に
向

け
て
協
議
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
明
治
維
新
１
５
０
周
年

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
注

目
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
の

で
、
市
で
こ
の
西
郷
公
園
の

集
客
力
を
高
め
て
、
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
が
、
現
状

の
施
設
の
ま
ま
で
は
限
界
が

あ
る
。
今
後
、
市
、
地
域
の

方
々
や
関
係
者
の
皆
様
方
と

活
用
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
も
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
生
か

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
て
い
る
。

▼
現
地
を
確
認
し
て
み
る
と
、

と
て
も
利
用
で
き
る
管
理
状

況
で
は
な
く
、
使
用
料
を
徴

収
で
き
る
よ
う
な
施
設
で
は

な
い
と
思
う
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
有
料
で
の
利
用
実
績
は

な
い
と
の
報
告
で
あ
る
。
そ

う
い
う
施
設
等
に
つ
い
て

も
、
面
積
要
件
や
他
の
施
設

と
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
値

上
げ
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
現
状
を
踏
ま
え
た

上
で
提
案
を
し
て
ほ
し
い
と

の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

国分体育館

西郷公園


